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テ
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発
表

内
容

個
別
機
関
に
何
が
可
能
と
な
っ
た
か
？

機
関
運
営
の
柔
軟
性
と
財
政
的
制
約

個
別
機
関
に
お
け
る
改
革
方
策

教
育

研
究

社
会
貢
献

内
部
管

理

国
立

大
学

に
お
け

る
最
近

の
改
革

の
結
果

－
ア
ン

ケ
ー
ト

調
査

結
果

よ
り
－

内
部
予
算
制
度
の
比
較
研
究

結
論
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田
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法
人

化
で

個
別

機
関

に
何

が
可

能
と

な
っ

た
か

？
内

部
統
制
機
構
が
新
し
く
な
り
、
学
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、

外
部
有
識
者
が
、
経
営
協
議
会
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
、
機
関
経
営
に
加

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
期
（

6年
間
）
目
標
管
理
が
導
入
さ
れ
、
国
立
大
学
は
目
標
に
対
応
し
た

中
期
計
画
を
策
定
し
、
達
成
可
能
な
特
定
の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
進
捗
に
関
し
て
は
毎
年
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
件
費
を
含
む
経
常
的
経
費
を
カ
バ
ー
す
る
主
な
財
源
が
、
運
営
費
交
付

金
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
補
助
金
と
な
り
、
国
立
学
校
特
別
会
計
の
こ
ろ
に
比

較
し
て
、
公
的
資
金
の
使
い
道
が
柔
軟
に
な
っ
た
。

国
立
大
学
は
、
中
期
目
標
期
間
（

6年
間
）
の
間
で
あ
れ
ば
、
文
部
科
学
大

臣
の
経
営
努
力
認
定
に
基
づ
い
て
、
剰
余
金
を
目
的
積
立
金
と
し
て
繰
り

越
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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法
人

化
で

個
別

機
関

に
何

が
可

能
と

な
っ

た
か

？

水
田
健

輔
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機
関
運
営
の
柔
軟
性
と
財
政
的
制
約

国
立
大
学
法
人
法
に
お
け
る
法
人
間
の
目
的

大
学

の
教

育
研

究
に

対
す

る
国

民
の

要
請

に
こ

た
え

る
。

我
が

国
の

高
等

教
育

及
び

学
術

研
究

の
水

準
の

向
上

と
均

衡
あ

る
発

展
を

図
る

。 国
は

、
こ

の
法

律
の

運
用

に
当

た
っ

て
は

、
国

立
大

学
及

び
大

学
共

同
利

用
機

関
に

お
け

る
教

育
研

究
の

特
性

に
配

慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

法
人
化
の
背
景

財
政

改
革

の
圧

力
日

本
の

公
的

総
債

務
残

高
＝

20
07
年

現
在

G
D

P比
17

9％
(O

EC
D

 E
co

no
m

ic
 

O
ut

lo
ok

)

特
に

20
01
年

以
降

、
リ

バ
タ

リ
ア

ン
の

考
え

方
が

日
本

の
政

策
意

思
決

定
を

支

配
し

始
め

た
。

そ
の

流
れ

で
、

国
立

大
学

に
対

す
る

公
的

財
源

は
、

よ
り

競
争

的
に

配
分

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。
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個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

教
育

に
つ

い
て
の

改
革
取

組
事
例

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
は
、

90
年
代
後
半
に

す
で
に
定
着
し
て
い
た
。

教
員
の
教
育
評
価
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
そ
の
結
果

を
給
与
・
手
当
に
反
映
さ
せ
る
試
も
始
ま
っ
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
大
学
で
は
、
教
育
成
果
の
計
測
を
試
み
る
と
こ

ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
に
、
国
公
私
を

問
わ
ず
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
す
る
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
る
。

水
田
健
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個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

研
究

に
つ

い
て
の

改
革
取

組
事
例

研
究
成
果
に
対
す
る
教
員
評
価
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
研

究
資
金
の
配
分
や
給
与
・
手
当
へ
の
結
果
の
反
映
が
試
行
さ

れ
て
い
る
。

外
部
研
究
資
金
の
獲
得
額
が
重
要
な
評
価
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
は
、
競
争
的
資
金
へ
の
応
募
を
し
な
か
っ

た
教
員
に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
て
い
る
。

内
部
の
研
究
資
金
配
分
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
、
特
定
分
野
に

重
点
的
な
配
分
を
行
っ
た
り
、
研
究
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
仕
組
み
を
考
慮
し
て
い
る

研
究
能
力
を
拡
張
し
、
ま
た
学
際
的
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、
国
公
私
を
問
わ
ず
他
の
大
学
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

形
成
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
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.
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te

ns
io

n 
co

ur
se

s t
ha

n 
be

fo
re

.

K
en

su
ke

 M
iz

ut
a

9

個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

社
会
貢
献

に
関
す

る
改
革

取
組
事

例

地
方
公
共
団
体
と
の
協
力
の
推
進
（
例
：
共
同
で
の
施
設
整
備

な
ど
）
。

民
間
企
業
と
の
協
力
の
推
進
（
例
：
技
術
シ
ー
ズ
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
公
開
な
ど
）
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
内
部
機
関
の
活
動
活
性
化
（
例
：

高
度
技
術
機
器
の
地
元
企
業
へ
の
貸
出
や
共
同
購
入
な
ど
）
。

公
開
講
座
や
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
拡
大
。
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ra
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 p
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個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

内
部

管
理

に
関
す

る
改
革

取
組
事

例
(1

)

経
費
節
減
策
：

政
府
目
標
に
準
じ
た
人
件
費
の
削
減
（
効
率
化
係
数

1％
／

総
人

件
費

改
革

5年
間
で

5％
）
。

退
職
者
不
補
充
。
早
期
退
職
制
度
。
任
期
付
教
員
の
採
用
。
職
員
定
数
の
削
減
。

給
与
表
の
改
訂
。
部
局
へ
の
人
件
費
管
理
権
限
委
譲
（
ポ
イ
ン
ト
制
な
ど
）
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
（
例
：
旅
費
や
給
与
計
算
、
公
用
車
運

転
手
、
職
員
宿
舎
の
管
理
人
、
役
員
秘
書
、
附
属
病
院
や
附
属
学
校

の
給
食
、
情
報
技
術
職
員
、
図
書
館
職
員
な
ど
）
。

経
費
節
減
の
た
め
の
契
約
見
直
し
（
例
：
水
道
光
熱
費
契
約
、
保
守

契
約
、
保
安
業
務
契
約
な
ど
の
長
期
契
約
化
等
）
。
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個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

内
部

管
理

に
関
す

る
改
革

取
組
事

例
(2

)

収
入
確
保
策
：

学
納
金
の
確
実
な
徴
収
。

寄
付
金
等
の
収
入
拡
大
。

剰
余
金
の
運
用
見
直
し
。

広
報
活
動
の
強
化
（
例
：
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
や
宣
伝
な
ど
）
。

教
員
の
競
争
的
資
金
獲
得
の
促
進
。
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個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

内
部

管
理

に
関
す

る
改
革

取
組
事

例
(3

)

内
部
管
理
改
善
策
：

迅
速
な
意
思
決
定
を
可
能
に
す
る
組
織
体
制
の
フ
ラ
ッ
ト
化
。

職
員
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
と
結
果
を
給
与
・
手
当
に
反
映
す

る
試
み
。

外
部
専
門
家
の
雇
用
（
例
：
財
務
、
法
務
、
国
際
関
係
な
ど
）
。

内
部
予
算
制
度
の
改
革
。

重
点
的
・
戦
略
的
経
費
予
算
の
確
保
。
教
員
へ
の
教
育
研
究
予
算
に
対
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
導
入
。

施
設
・
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
（
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
な
ど
）
。

情
報
技
術
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
。
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3

個
別

機
関

に
よ

る
改

革
方

策

個
別
機
関
は
、
拡
大
し
た
裁
量
を
活
か
し
て
、
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
の
質
を
高
め
る
た
め
に
数
々
の
方
策
を
積
極
的
に
実

施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
高
等
教
育
市
場
に
お
け
る
差
別
化
を
は
か
る
た
め
の
努

力
も
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
政
府
の
財
政
改
革
の
圧
力
の
も
と
で
、
よ
り
競
争
的

な
環
境
に
突
入
し
た
。

つ
ま

り
、
財
政
改
革
下
の
財
源
不
足
の
も
と
で
、
い
か
に
基
盤

的
な

活
動
を
活
性
化
す
る
か
と
い
う
挑
戦
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
二
極
化
（
あ
る
い
は
格
差
）
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
、
国
立
大
学
セ
ク
タ
ー
に
現
れ
始
め
た
。
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国
立

大
学

に
お

け
る

最
近

の
改

革
の

結
果

－
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

よ
り

－

国
立

大
学

財
務
・

経
営
セ

ン
タ
ー

で
は
、

20
06
年

初
頭
に

、
国
立

大
学

法
人
化

の
影
響

に
つ
い

て
、
ア

ン
ケ
ー

ト
調
査

を
行

っ
た

（
現
在

、
新
し

い
調
査

を
実
施

中
）
。

20
06
年
時

点
の
87
大

学
中

、
84
大

学
の
学

長
お
よ

び
財
務

担
当

理
事

か
ら
回

答
を
頂

い
た
。

用
語

の
定

義

基
盤
的
教
育
費

教
員
に
配
分
さ
れ
る
教
育
経
費

人
件
費
を
含
ま
な
い

基
盤
的
研
究
費

教
員
に
配
分
さ
れ
る
研
究
経
費

人
件
費
を
含
ま
な
い
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思
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の
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ド
は
法
人
化

後
に
変
わ
っ

た
か
？

（
学
長

の
回
答
）

す
べ
て
の
大
学
類
型
で
、
学
長
の
大
多
数
は
、
意
思
決
定
の
ス

ピ
ー
ド
が
法
人
化
前
よ
り
速
く
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
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効
率
性
は
、

法
人
化
後
に

ど
の
よ
う
に

変
わ
っ

た
か
？

（
学
長
の
回

答
）

す
べ
て
の
大
学
類
型
で
、
学
長
の
大
多
数
は
、
内
部
管
理
の
効

率
性
が
法
人
化
前
よ
り
高
ま
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
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基
盤

的
教

育
費

は
、

法
人

化
前

と
比

較
し

て
ど

の
よ

う
に

変
わ

っ
た

か
？

（
財

務
担

当
理

事
の

回
答

）

比
較

的
研

究
力

の
強
い

大
学
類

型
は

、
ほ
と

ん
ど
影

響
を

感
じ
て

い
な
い

。

そ
の

他
の

総
合

大
学
は

、
減
少

を
強

く
感
じ

て
い
る

。
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基
盤

的
研

究
費

は
、

法
人

化
前

と
比

較
し

て
ど

の
よ

う
に

変
わ

っ
た

か
？

（
財

務
担

当
理

事
の

回
答

）

基
盤

的
教

育
費

と
ほ
ぼ

同
じ
傾

向
が

確
認
で

き
る
。

水
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満
足

度
：
2

0
0

6
年

時
点

の
基

盤
的

教
育

費
に

ど
の

程
度

満
足

し
て

い
る

か
？

（
財

務
担

当
理

事
の

回
答

）

旧
帝
大
は

、
強
い

不
満
感

を
示
し

て
い
る

。
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程
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足

し
て

い
る

か
？
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）

同
じ
く
、
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研
究
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い
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2
1

2
0

0
6
年

時
点

で
管

理
経

費
と

教
育

研
究

経
費

の
ど

ち
ら

を
優

先
し

て

い
る

か
？

ま
た

、
そ

れ
以

降
は

ど
ち

ら
を

優
先

す
る

つ
も

り
か

？
（
財

務
担

当
理

事
の

回
答

）

旧
帝

大
、
文

科
大

、
大

学
院

大
は

、
教

育
研

究
経

費
を

よ
り

優
先

し
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
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B
et

w
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n 
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na
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nd
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es

ea
rc

h 
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st
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se
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re
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rs
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n 

2
0

0
6
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D

o 
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u 
th

in
k 

if 
su

ch
 a

n 
em

ph
as

is
 

w
ill

 b
e 

ch
an

ge
d 

on
w

ar
d?

2
2

研
究

経
費
を

教
育

経
費

よ
り

優
先

し
て

い
る

機
関

は
、

ほ
と

ん
ど

な
い

。

教
育

経
費
重

視
に

移
る

機
関

が
ほ

と
ん

ど
を

占
め

て
い

る
。

水
田
健

輔
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4
2

2

2
0

0
6
年

時
点

で
教

育
経

費
と

研
究

経
費

の
ど

ち
ら

を
優

先
し

て
い

る

か
？

ま
た

、
そ

れ
以

降
は

ど
ち

ら
を

優
先

す
る

つ
も

り
か

？
（
財

務
担

当
理

事
の

回
答

）
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2
3

国
立

大
学
に

お
け
る
最
近

の
改
革
の
結

果
－
ア

ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果

の
ま
と
め
－

学
長
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
国
立
大
学
の
法
人
化
は
、
よ
り
効

率
的
な
内
部
管
理
を
も
た
ら
し
た
。

国
立
大
学
法
人
は
、
財
政
改
革
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
お
り
、
実
際
に
目
標
値
を
ほ
ぼ
達
成
し
て

い
る
。

そ
の
一
方
で
、
国
立
大
学
に
対
す
る
公
的
財
源
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
ま
た
主
に
研
究
競
争
力
に
も
と
づ
い
て
、

競
争
的
に
配
分
さ
れ
る
割
合
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
勝
者
は
勝
ち
続
け
、
敗
者
は
負
け
続
け

る
よ
う
な
か
た
ち
と
な
り
、
二
極
化
が
進
行
し
て
い
る
。

水
田
健

輔
4

6
2

3

Co
m

pa
ra

tiv
e 

St
ud

y 
on

 In
te

rn
al

 B
ud

ge
tin

g 
Sy

st
em

s
C

om
pa

ri
ng

 th
re

e 
ty

pe
s o

f i
ns

tit
ut

io
ns

’i
nt

er
na

l b
ud

ge
tin

g 
sy

st
em

s:
T

op
 R

es
ea

rc
h 

Le
d 

In
st

itu
tio

n 
(a

n 
in

st
itu

te
 o

f s
ci

en
ce

 &
 

te
ch

no
lo

gy
)

T
ra

di
tio

na
l R

es
ea

rc
h 

O
ri

en
te

d 
U

ni
ve

rs
ity

 (a
 c

om
pr

eh
en

siv
e 

un
iv

er
sit

y 
w

ith
 m

ed
ic

al
 sc

ho
ol

)
R

eg
io

na
l C

om
pr

eh
en

siv
e 

U
ni

ve
rs

ity
 (a

 c
om

pr
eh

en
siv

e 
un

iv
er

sit
y 

w
ith

ou
t m

ed
ic

al
 sc

ho
ol

)

C
on

fir
m

in
g 

th
e 

re
la

tiv
e 

re
so

ur
ce

 a
bu

nd
an

ce
 o

r 
sc

ar
ci

ty
 

af
fe

ct
ed

 th
ei

r 
in

te
rn

al
 b

ud
ge

tin
g 

sy
st

em
s.

K
en

su
ke

 M
iz

ut
a

2
4

内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究

次
の

3種
類

の
国

立
大
学

の
内
部

予
算
制

度
を
比

較
：

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
理
工
系
研
究
大
学

医
学
部
を
持
つ
研
究
志
向
の
強
い
総
合
大
学

医
学
部
を
持
た
な
い
地
方
総
合
大
学

財
源

の
充

実
度
が

、
内
部

予
算
制

度
に
お

よ
ぼ
す

影
響
を

確
認

し
た

。

水
田
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輔
2

4

－185－



Co
m

pa
ra

tiv
e 

St
ud

y 
on

 In
te

rn
al

 B
ud

ge
tin

g 
Sy

st
em

s

K
en

su
ke

 M
iz

ut
a

2
5

T
op

 R
es

ea
rc

h 
L

ed
U

ni
ve

rs
ity

 (A
)

T
ra

di
tio

na
l R

es
ea

rc
h 

O
ri

en
te

d 
U

ni
ve

rs
ity

 (B
)

R
eg

io
na

l 
C

om
pr

eh
en

si
ve

U
ni

ve
rs

ity
 (C

)
B

as
ic

 C
ha

ra
ct

er
is

tic
s o

f 
R

A
M

C
en

tra
lis

ed
C

en
tra

lis
ed

C
en

tra
lis

ed

B
ud

ge
tin

g 
Pr

oc
es

s
To

p-
D

ow
n

To
p-

D
ow

n
To

p-
D

ow
n

B
ud

ge
t B

as
is

In
cr

em
en

ta
l &

 z
er

o-
ba

se
d

In
cr

em
en

ta
l

In
cr

em
en

ta
l

R
es

po
ns

ib
ili

ty
Ex

ec
ut

iv
e 

B
oa

rd
C

hi
ef

 F
in

an
ci

al
 O

ff
ic

er
 

(C
FO

)
Ex

ec
ut

iv
e 

B
oa

rd

B
as

is
 fo

r 
al

lo
ca

tio
n 

of
 

co
re

 te
ac

hi
ng

 in
co

m
e 

&
 

co
st

 a
llo

ca
tio

n
Fo

rm
ul

a
Fo

rm
ul

a
Fo

rm
ul

a

B
as

is
 o

f F
or

m
ul

a
St

af
f a

nd
 st

ud
en

t n
um

be
rs

St
ud

en
t n

um
be

rs
St

ud
en

t F
TE

s

C
or

e 
R

es
ea

rc
h 

in
co

m
e 

&
 c

os
t a

llo
ca

tio
n

Fo
rm

ul
a

Fo
rm

ul
a 

pl
us

 n
eg

ot
ia

tio
n

Fo
rm

ul
a

B
as

is
 o

f F
or

m
ul

a
St

af
f F

TE
s

St
af

f n
um

be
r a

nd
 n

um
be

r 
of

 e
xt

er
na

l r
es

ea
rc

h 
ap

pl
ic

at
io

ns
St

af
f n

um
be

r

M
et

ho
d 

us
ed

 fo
r 

re
co

ve
ry

 o
f c

en
tr

al
 

ov
er

he
ad

s

To
p 

sl
ic

e 
ou

t o
f g

ro
ss

 
in

co
m

e
To

p 
sl

ic
e 

ou
t o

f g
ro

ss
 

in
co

m
e

To
p 

sl
ic

e 
ou

t o
f g

ro
ss

 
in

co
m

e

内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究
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ト
ッ

プ
理

工
系

大
学

(A
)

研
究

志
向

総
合

大
学

(B
)

地
方

総
合

大
学

(C
)

基
本
的
な
予

算
の

性
格

集
権

的
集

権
的

集
権

的

予
算
プ
ロ

セ
ス

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

予
算
の
ベ

ー
ス

増
分

主
義

& 
ゼ

ロ
ベ

ー
ス

増
分

主
義

増
分

主
義

予
算
策
定
で
最
も

発
言

力
の
あ
る
組
織

・
個

人
役

員
会

財
務

担
当

理
事

役
員

会

教
育
経
費
の

配
分

方
法

計
算

式
計

算
式

計
算

式

計
算
式
の

ベ
ー

ス
教

員
数

と
学

生
数

学
生

数
学

生
数

研
究
経
費
の

配
分

方
法

計
算

式
計

算
式

と
交

渉
計

算
式

計
算
式
の

ベ
ー

ス
教

員
数

教
員

数
と

競
争

的
資

金
申

請
数

教
員

数

中
央
管
理
経
費

の
確

保
最

初
に

一
定

額
を

確
保

最
初

に
一

定
額

を
確

保
最

初
に

一
定

額
を

確
保
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内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究

基
盤
的
な
教

育
・
研
究
予

算
は
、
計
算

式
で
配
分
さ

れ
て
お
り
、

計
算
式
は
、

法
人
化
前
の

伝
統
的
方
法

（
積
算
校
費

）
の
影
響
を

残
し
て
い
る

。

計
算
式
は
、

至
っ
て
シ
ン

プ
ル
で
あ
り

、
教
員
数
や

学
生
数
を
ベ

ー
ス
と
し
て

い
る
。
し
か

し
、
教
員
の

外
部
資
金
獲

得
意
欲
・
実

績
に
も
と
づ

い
た
競
争
的

配
分
が
導
入

さ
れ
て
い
る

。
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内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究

大
学

(A
)

革
新
的
か
つ
裁
量
を
ベ
ー
ス
に
し
た
分
権
化
が
進
ん
で
い
る
。

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算
を
部
分
的
に
採
用
。

過
年
度
の
予
算
の
剰
余
を
翌
年
度
に
繰
越
可
。

重
点
的
・
戦
略
的
経
費
予
算

総
予
算
の

6.
5%

は
、
将
来
的
な
目
的
の
た
め
に
確
保
。

大
学

(B
) は

3.
6%

、
大

学
(C

) は
2.

0%
。

部
局
の
権
限
強
化

予
算
策
定
プ
ロ
セ
ス
な
ど
で
責
任
あ
る
参
画
が
求
め
ら
れ
、
部
局
の
業
績

を
注
意
深
く
管
理
し
て
い
る
。

起
業
家
的
な
好
循
環
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 m
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内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究

大
学

(B
)

責
任
を
ベ
ー
ス
と
し
た
分
権
化
が
進
ん
で
い
る
。

管
理
経
費
の
予
算
責
任
が
学
部
・
学
科
に
移
譲
さ
れ
て
い
る
。

配
分
計
算
式
に
業
績
関
連
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。

教
員
の
予
算
策
定
へ
の
参
加
度
が
高
い
。

法
的
規
定
で
権
限
を
持
た
な
い
教
育
研
究
評
議
会
が
内
部
予
算
の
最
終
決

定
を
行
う
点
で
特
異
で
あ
る
。

大
学

(A
) と

大
学

(C
) は

、
本
部
の
権
限
が
よ
り
強
い
。

交
渉
と
競
争

財
源
の
余
裕
は
大
学

(A
) ほ

ど
で
は
な
い
。

部
局
間
で
予
算
の
取
り
合
い
と
交
渉
が
激
し
く
な
る
連
立
型
モ
デ
ル
が
、

理
論
的
に
は
合
致
し
て
い
る
（

H
ill

s &
 M

ah
on

ey
, 1

97
8）

。
交
渉
を
重
視
し

て
い
る
点
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
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内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究

大
学

(C
)

明
確
な
根
拠
に
も
と
づ
い
た
行
政
的
ア
プ
ロ
ー
チ

厳
密

な
計

算
式

に
も

と
づ

い
て

機
械

的
に

配
分

さ
れ

て
い

る
。

財
源

の
余

裕
度

か
ら

み
る

と
予

算
の

取
り

合
い

が
激

し
く

な
る

連
立

型
モ

デ
ル

が
理

論
上

当
て

は
ま

る
が

、
全

く
逆

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
と

っ
て

い
る

。
文

化
的

違
い

？
（

H
of

st
ed

e
&

 H
of

st
ed

e,
 2

00
5)

異
な
る
計
算
式
の
採
用

こ
の

大
学

の
予

算
配

分
計

算
式

は
、

希
少

な
財

源
を

ど
の

よ
う

に
公

平
に

部
局

間
に

配
分

す
る

か
と

い
う

こ
と

に
重

点
を

置
い

て
い

る
（

点
数

割
合

制
）

。
こ

れ
に

対
し

て
、

大
学

(A
) と

大
学

(B
) の

計
算

式
は

、
学

生
当

た
り

、
教

員
当

た

り
の

単
価

を
ベ

ー
ス

と
し

て
い

る
。

外
部
チ

ェ
ッ

ク
の
重

視
過

半
数

を
学

外
者

が
占

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
経

営
協

議
会

が
内

部
予

算
の

最
終

決
定

者
と

な
っ

て
い

る
。
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内
部

予
算

制
度

の
比

較
研

究

外
部
資

金
の

オ
ー
バ
ー
ヘ

ッ
ド
の
部
局

再
配
分

日
本
で
は
、
外
部
資
金
の
獲
得
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
通
常

使
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
。

再
配
分
率

:
大

学
(A

):
 3

5%

大
学

(B
):

 5
0%

大
学

(C
):

 6
0%

財
源
の
状
況
と
再
配
分
率
の
関
係

よ
り
大
き
な
財
源
の
不
足

よ
り
高

い
再
配
分
率

財
源
不
足
に
悩
む
大
学
ほ
ど
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
の
多
く
の
割
合
を
部
局

に
再
配
分
し
、
教
育
研
究
経
費
の
不
足
を
補
っ
て
い
る
。
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結
論

厳
し
い
財
政
改
革
の
圧
力
の
も
と
で
、
日
本
の
国
立
大
学
は
、
効
率
的
な

組
織
運
営
に
全
力
を
傾
け
て
い
る
。
効
率
化
の
方
策
と
し
て
は
、
法
人
化

は
今
の
と
こ
ろ
成
功
と
い
え
る
。
し
か
し
、

政
府
か
ら
個
別
機
関
へ
の
財
源
配
分
は
、
競
争
的
な
環
境
下
で
、
選
択
と

集
中
の
概
念
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
人
法
に
は
「
均
衡
あ
る

発
展
」
が
謳
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

現
行
の
公
的
競
争
資
金
は
、
教
育
と
い
う
よ
り
も
研
究
機
能
に
も
と
づ
い

て
配
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
競
争
力
の
強
い
大
学
が
勝
者
と
な
り

、
教
育
に
力
を
入
れ
て
も
敗
者
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
二
極
化
の
問

題
が
現
れ
る
。

な
お
、
機
関
内
の
予
算
制
度
は
、
財
源
の
余
裕
度
に
影
響
を
受
け
る
傾
向

に
あ
り
、
こ
の
二
極
化
は
大
学
内
部
の
財
務
管
理
に
も
影
を
落
と
し
て
い

る
。
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